
健やか生活習慣国民運動（仮称）について  

平成19年4月23日  

生活習慣病対策室   



これまでのポピュレーションアプローチの課題  

①健康日本21の目標項目（9分野70項目）は日常生活で意識し実践するには数が多過ぎること  

②健康日本21の目標達成に向けた効果的なプログラムやツールの展開が不十分なこと  

③普及啓発が行政や外郭団体中心であり産業界を含む社会全体の活動に必ずしも至っていないこと  

の 普及定着を目指す国民運動の展開  産業界も巻込み“健やかな生活習  

① 重点分野の設定：健康日本21のうち、「運動・食事・禁煙」に焦点  

② ターゲットを明確にした戦略的で効果的な運動の推進：国民運動の着火点として子供の食育に着目  

③ 社会全体を巻込んだ運動の展開：産業界による取組の促進（社員・家族への普及啓発、社会貢献活動・経済  
活動の一環として国民運動を推進）、地域・職域の特色を活かした様々な実践活動の促進  

＼、  

、  

固  

・国民への普及啓発  

一科学的知見の蓄積と  

情報提供  

・国民運動の基盤整備  

健やか生活習慣国民運動全国協議会（仮称）  
喜団体、学校、産業界、  
地方公共団体、マスコミ  

○健やかな生活習慣の定着を目指し地域・職域における様々な取組を促進  

一昔及啓発キャンペーンの展開 ＊中央行事の開催  

・全国の事例を収集■評価・啓発、実践の参考となる情報提供（ホームヘローゾ等）  
国民運動への主体的参画  

業 （仮称）） 外  国民運動に参画する企業の登録制度（ヘルシーサポート企  

地域社会  産業界   

○ 各地域・団体の特徴を活かした多彩  

な実践活動  

○ 社員・家族に対する普及啓発  

○ 社会貢献活動  

○ 経済活動を通じた普及啓発  ○ 管理栄養士、保健師等による実践  

の支援  
活動内容の多様化  
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習慣凰民運動  
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（仮称）の進朗方につ  

－1翌年度 ノー  

国民運動プレイベントの開催   

、＿＿ユ竺堅．〆・′一  

国民運動準備会議の  
設置準備  新しい国民運動の開始を前に国民、関係団体、   

企業、地方公共団体等への周知徹底を図る。  

◇実  施  国、国民運動準備会議 等  

◇予定時期  2月（都内で開催）  
◇内容（例）  

・全国の優れた実践事例の収集一評価・発表  

※企業、学校・保育所、各種団体、地方自治体別  

全国協議会の発会   

国民運動の開始を宣言  

予定時期 4月下旬  
記念行事開催  
シンボルマーク等発表  

「1  
◇国民運動¢基本方針検討   

■運動の進め方（運動、食事、  
禁煙に嘩点）   

■推進体制 

t推進スケジュ■ル   

◇省内関係課・関係団体との意見   

交換   

◇国民運動ぬ推進方策の素案検討   

◇関係各省とわ連携方策協議   

＊文部科学省、農林水産省、   
経済産業省  

◇準備会議疫置準備  

・設置要綱（案）等作成  

・各団体への参加要請  

・企業、各種団体の活動紹介ブース出展  
・パネルディスカッション、ワークショップ  

◇その他  健体財団主催行事と共同開催  

整二〆√国民運動の展開  
一普及啓発及び実践促進岬   

・食宵月間（6月）や食生活改   

善普及月間（10月）と連携し   

たキャンペーンの展開  

一啓発イベントの開催（10月）  

・各種団体、企業、地方公共団   
体の主体的活動の促進  

ト  

のPR、先駆的取組を全国から募集  

◇時 期 9月（開催地二福井県）  

各
団
体
Y
試
行
的
取
組
 
 
 

例えば・・・・  

◆メタボ撲滅キャンペーン（産経新聞）  

◆伊能忠敬上映運動（俳優座）【別添】  

管理栄養士等による実践支  

基金等への協力要請   
業務委託＝企画提案コンペ実施（5月）  

◇シンボルマークーキャッチコピー等の提案  

◇プレイベントの企画・運営の補助  

国民運動準備会議の設置（5月）  

◇検討内容等   

り司民運動の推進方策（広報戦略、実践促進策）   

■運動の重点課題（子供の健全な食生活等）  

・推進体制のあり方、試行的取組の実践呼掛け  
運動の財源確保策（基金造成、賛助会員制度等）j  
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国民運動の普及啓蚤 

． 

す 生活習慣病予防全回キャンペーン（仮称）  

国民運動に対する国民の関心を高め、運動の理念や実践方法について周知徹底を図るキャンペーンを展開  

○中央行事の開催（10月）  
優れた実践活動の紹介と全国への普及を図るとともに、全国協言義会加盟団体相互の交流を促進する。  

学校・保育所、企業、各種団体、地方公共団体等の優れた実践の報告と表彰  ［企画例］  

・／くネルディスカッション、ワークショップ  

・各団体や企業の活動を紹介・体験するブースの出展  

■各団体、学校・保育所、企業における実践リーダー等の交流会  

○広報戦略の策定■実行  

・国民の関心を集め国民運動の知名度を高めるキャッチコピーやシンボルマークの設定  
・テレビ、ラジオ、新聞・週刊誌、自治体広報紙、各団体機関紙等による国民運動のPR及び実践事例の紹介  

Z 国民運動連携事業の登録促進（様々ぢ事業・取組との連携）  

全国協議会構成団体やその構成団体及び企業等に、“国民運動連携事業”の登録を呼掛ける。  

“連携事業”   ・国民運動に賛同し各団体、企業等が主催する事業（国民運動のPR、運動・食事等をテーマとする行事）  

■各団体、企業等は、事業計画書及び事業結果報告を全国協議会事務局に提出   

登録メリット等   ・国民運動連携事業の名義、国民運動のシンボルマーク等の使用許可  

・国民運動のホームページにおける事業紹介、優れた取組を中央行事で表彰   

3「ヘルシーサポート企業」制唐（仮称）  

生活習慣病予防に取組むことが企業の評価を高め、業績向上にもつながるよう、国民運動に協賛する企業の登録制度を設ける。  
◇内  容  食事バランスガイド、エクササイズガイド等を活用した商品■サービスの提供  

社員及びその家族による健康づくりの促進  

地域における健康づくり事業への協力（各種団体への資金援助、国民運動基金等への寄附 等）  
◇推進方法   「国民運動応援企業」等の名義使用、国民運動のシンボルマークの使用、ホームページでの活動紹介 等   

4 どの他  

○国民運動ホームページの作成   

一日常生活におけるワンポイントアドバイス、■各団体や保育所、企業等の取組紹介、■生活習慣病予防に関する科学的知見   
の解説や最新ニュースの紹介、■健康関連イベント等の紹介、一生活習慣改善日記（記者を募集し取組み経過を報告）  
○子供の頃からの健やか食生活（食育）キャンペーンの展開   

・保育所などにおける、子供やその保護者を対象とした健全な食生活の普及啓発等の取組みを促進する。（取組事例の普及啓発等）  
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睾準華準 薫）  堅彗塾墾：   

国民一人一人による健やかな生活習慣の実践を浸透・定着させていくためには、地域や職域において、繰り返し様々な機会を   
捉えて動機付けをし、さらに行動変容につなげていく支援体制の整備が必要である。   
そこで、先ず、生活習慣病予防に資する健全な食生活の習慣化に焦点をあて、地域や職域の身近な場所で具体的な実践方法を   
学ぶことのできる場や機会を設けるとともに、国民運動の理念と論理を体得し、地域や団体の資源を活用しながら効果的な取組   
を実施することのできる食生活の支援者の養成とその活用を図る。   

一 偏健医療・軟膏関係者等食育講習事業   

保健医療・教育関係者が、生活習慣病と子供の食育に関する基礎的知識を学ぶ機会を設けるとともに、地域・職域における   
健全な食生活の実践支援者を養成する。  
◇ 一般講習  

・対  象  小児科医、管理栄養士、幼稚園一小学校教諭、保育士 等  
・内  容   子供の栄養・食生活に関する基礎的知識  

◇ 特別講習（支援者講習）  

・対  象  一般講習受講者等  
・内  容  食育の具体的な指導方法、行動変容技法等（講義、演習）  

◇ 指導マニュアルの作成  

地域社会、小学校、会社等における効果的な実践指導の方法、留意点等、具体的な指導の参考となるマニュアルを作成   

Z食膏貫捷者派遣事業   

小学校、幼稚園、保育所等に食育支援者を派遣し、子供や親を対象として健全な食生活の重要性、家庭における実践方法、習   
慣化のポイント等を指導する。   
◇ 内 容  食育支援者の登録バンクを設け、保育所等の求めと応じて各所に派遣し、生活習慣病予防のための食青学習  

のきめ細かな展開を図る。   
◇ 派遣先  保育所、小学校、PTA、企業、医療保険者、医療機関等  
◇ 実施主体  都道府県、市区町村、関係団体  

く平成19年度〉  

◎ 「メタポリツクシンドローム予防戦略事業」を活用し試行的取組促進  

都道府県（20ケ所程度）  

略 000千円程度（補助率2分の1）  
・小児科医、管理栄養士、保健師、教職員等を対象とした食育講習会の開催  
・食生活、運動の実践支援団体・支援者の登録と保育所、学校等への派遣  
・保育所、企業、各種団体等による実践事例の収集と評価、発表会  

【補助対象】  

【事業規模】  

【事業例】  
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【別添】  

伊能忠敬は、18年間で4千万歩の歩行実測をして≪日本地図≫を  
完成させた。その偉業を成す為に、  
歩くことで健康な身体を維持した。  

伊能忠敬  
子午線の夢  

厚生労働省推薦  

罰  
－・二十∴ 

．∴ ． 

主演の加藤剛さんは、健康日本21  
推進国民会議委員の一人です。  6   



あらためて夢を持った人生の素晴らしさと  
それを伝える健康の大切さを描いた映画があります。  

健康づくりのイベント、  
講座に組み合わせて 、  
この映画をご利用くだ  

さい。  
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